
由比地区直轄地すべり対策事業 
説 明 資 料 

ゆ い 

平成２９年１１月１３日 

国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局 
富 士 砂 防 事 務 所 

資料９ 



  
 

       

訂正資料 訂正内容 

説明資料 Ｐ３の費用対効果（Ｂ／Ｃ）の値 （５．１→５．０） 

様式集 業務カルテ 事業全体の投資効率性、残事業の投資効率性、感度分析の各値 

様式集 様式－５ 費用対便益の各値（全体事業、残事業、感度分析） 

様式集 実施判定票 (ｲ)費用対効果を実施することが効率的でないと判断できる場合、前回評価で
費用対効果分析を実施している、の各値 
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H28評価時にお示しした費用対効果(B/C)の訂正について 
  

■ 要因 １ 
    便益算出に関する項目 
     交通途絶被害のうち鉄道貨物の代替費用算出に誤りが判明 
■ 要因 ２ 
    現在価値化の過程における社会的割引率に誤りが判明 

■ 上記誤りの修正に伴いＢ／Ｃを訂正 
※H28評価では、前回（H25）評価から費用対効果分析の要因に変化がみられないことより、 

 費用対効果分析は未実施のため、前回(H25)のB/Cを記載している。 

■事業評価監視委員会（平成28年度第１回）由比地区直轄地すべり対策事業
における以下の資料を訂正 



■事業の目的 
静岡県静岡市清水区由比西倉沢において、年超過確率1/100規模の豪雨や地震に伴い発生する地すべりから、住民の生命や財産、及び日本の
大動脈である国道1号・東名高速道路・ＪＲ東海道本線の重要交通網の被害を防止する。 
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１）事業概要 
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２）訂正内容 
 １．便益の積上げ項目  交通途絶被害のうち鉄道貨物の代替費用算出を訂正 

＜交通途絶被害の便益算出＞ 
 
鉄道（貨物)の途絶をトラックに代替する費用算出におい
て、日当たりトラック台数を以下のとおり訂正 
 

４，７０９台/日 → １，５３７台/日 

■直接被害 
  ・一般資産 
    家屋、家庭用品 
    事業所（償却資産、在庫資産） 
  ・農作物 
  ・公共土木施設（道路、鉄道、農地） 
 
■間接被害 
  ・営業停止損失 
  ・家屋における応急対策費用（清掃労働、代替活動） 
  ・事業所における応急対策費用 
 
■その他 
  ・人的被害 
  ・交通途絶被害 
    道路（走行時間、経費、事故減少） 
    鉄道（旅客、貨物） 
  ・土砂処理費用 
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２）訂正内容 
 ２．現在価値化  社会的割引率を訂正 
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便益(現在価値)＝便益×社会的割引率 

      誤  ＝3,350×1/1.000＝3,350(百万円) 

      正  ＝3,350×1/0.889＝3,768(百万円)  

便益と費用を現在価値化する過程において社会的割引率を以下のとおり訂正 
 
     Ｈ２２   １．０００ → ０．８８９ 
 

前回(H25)評価時は、本来以下の通りとなる 

  便益（現在価値） 3,350百万 → 3,768百万 

  費用（現在価値） 1,540百万 → 1,732百万  

 

建設費(現在価値)＝費用×社会的割引率 

      誤  ＝1,540×1/1.000＝1,540(百万円) 

      正  ＝1,540×1/0.889＝1,732(百万円)  



３）Ｂ／Ｃの訂正 

■交通途絶便益及び現在価値化の修正によるＢ／Ｃの変化 
 
 （H25公表値：継続） 
   訂正前 
       総便益  １４６，６４２百万  ／    総費用  ２８，８７５百万    ：  ５．１ 
 
 
   訂正後 
       総便益  １４５，９０９百万  ／    総費用  ２９，０６７百万    ：  ５．０ 
 
 
 
 （H25公表値：残事業） 
   訂正前 
       総便益   ７０，４４８百万  ／    総費用  １３，８２５百万    ：  ５．１ 
 
 
   訂正後 
       総便益   ６８，５８７百万  ／    総費用  １３，８２５百万    ：  ５．０ 
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※感度分析の各ケースについても、上記と同様に修正。 
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